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総 合 研 究 所 所 報 

甲南大学  

第 74 回 総合研究所公開講演会（オンライン） 

「甲南の教員が解説する Nobel Prize2021」 

   ~ノーベル医学・生理学賞~ 

講  師    久原  篤（甲南大学 理工学部教授） 

               

             

 

 

2021 年 11 月 16 日（火）12：20～12：55（Zoom 配信） 



総合研究所第７４回公開講演会 

                                                 

令和３年１１月１６日 

甲南大学理工学部教授 久原 篤 

 

【久原】本日は、このような発表の機会をいただきまして、誠にありがとうございます。また、発表に参加いた

だきまして、誠にありがとうございます。甲南大学理工学部生物学科大学院自然科学研究科統合ニューロバイオ

ロジー研究所の久原と申します。よろしくお願いします。 

 本日は、２０２１年の医学・生理学賞、熱感と触感の受容体の発見の解説ということで、Some Like It Hot、

マリリンモンローのお熱いのがお好きという言葉から持ってきました。「熱い！痛い！を感じる仕組み」、そして、

異分野融合研究セミナー、「動物の低温耐性の研究における今後の発展に向け」というタイトルで、お話させて

いただきます。 

２０２１年のノーベル医学・生理学賞は、熱や機械刺激を感じる仕組みの解明という内容で、デヴィッド・ジ

ュリアス博士とアーデム・パタプティアン博士のお二人が受賞されることに決まりました。 

まず初めに、熱と接触刺激について紹介したいと思います。温度、熱や接触刺激というのは、地球に生息する

生物にとって、最も重要な環境情報の一つです。 

例えば、今年の夏は炎天下で暑かったですね。熱中症などは非常に注意しなければいけません。また、だんだ

ん寒くなってきましたけれども、極寒になると低体温症になる危険性があります。このように温度は身近です。 

また、触れたときの刺激という、触ったときの刺激ですね。メカノ刺激や接触刺激というふうに呼ばれていま

す。体内の血管の収縮や膨張といった体の中にも、メカノ刺激、機械刺激というものがありまして、血流や血圧

によるメカノ刺激、接触刺激というのは、常に人間が生きている限り、体の中に接触刺激、メカノ刺激というの

が存在しております。このようなものが異常になりますと、脳卒中や心臓発作の原因となってしまいます。この

ように、動物は温度と接触刺激を常に体内で感知しています。炎天下では熱中症に、極寒では低体温症になって

しまいます。 

触れるときの接触刺激というのは、メカノ刺激というふうに呼ばれていて、このように、触ったときの刺激で

すね。接触刺激、メカノ刺激というふうに呼ばれています。また、体内の血管の収縮や膨張などが起きる際に、

血流、血圧によるメカノ刺激というのは、接触刺激として、体の中で人間が生きている限り常に起きています。

このようなものが異常になってしまいますと、脳卒中や心臓発作などが起きてしまいます。このように、動物は

温度と接触刺激を常に体内で感知しています。 

１７世紀、哲学者のルネ・デカルトは、皮膚の様々な部分と脳が、糸でつながると予想しておりました。足に

火が触れると脳に機械的な信号が送られるという仮説です。その後、特殊な感覚ニューロンの存在があきらかに

されました。 

 １９４４年にノーベル医学・生理学賞を受賞した、ジョセフ・アーランガーとハーバート・ガッサーは、触る

と痛い、触らないと痛いなど、異なる刺激に反応する、異なるタイプの感覚神経線維を発見しました。以来、指

先で感じる表面の質感の違いや、心地よい暖かさと痛みを感じる熱さの違いなど、神経細胞で感知することが

次々に見つかってきました。 

例えば、分かりやすい例を挙げますと、温度や接触刺激は、末梢神経系などで受容されて、脊髄を通って脳で

認識されます。もちろん、内臓の細胞にも温度を感じるものがあります。例えば、皮膚や神経細胞のところ、皮

膚や末梢神経細胞には、温度や接触刺激を感じるタンパク質がたくさんあります。そこで受け取った情報が、神

経線維を介して脳の中へ、熱い、痛いといった情報が分かるんですね。 

神経細胞ってどのような形、仕組みをしているかといいますと、お星さまみたいに書かれた、これが神経細胞

の細胞体だと思ってください。神経細胞の細胞体から、比較的短くて枝分かれの多い、樹状突起と呼ばれる突起



がたくさん出ています。この突起の中に温度や機械刺激、メカノ刺激を感知するタンパク質がたくさんあります。

ここで情報が受け取られると、神経細胞の中に、電流が流れるようにして情報が伝わって、細胞体を介して、さ

らに軸索と呼ばれる、比較的長くて枝分かれの少ない突起を通して、次の神経細胞に情報が伝わっていきます。

言うならば、電子回路のようなもので、受け取った情報を脳に伝えるのですね。 

今回のノーベル医学・生理学賞の受賞につながった、温度や接触刺激を感じるタンパク質、トリップチャネル

(TRP)やピエゾというのですが、こういうタンパク質は、樹状突起と呼ばれる神経細胞の突起の中に、たくさん

あります。樹状突起、これを拡大してみますと、鉛筆の先端みたいになっているのですけれども、突起を拡大し

ました。これ、拡大した図ですね。ここにはチャネルと呼ばれるタンパク質があります。 

チャネルって何かと言うと、分かりやすく言うと、サランラップの芯とか、トイレットペーパーの芯みたいな

もので、それが、タンパク質でできているサランラップの芯みたいなものが、細胞膜に埋まっているんですね。

温度を感じると、細胞の中に陽イオンを取り込んだりします。また、機械刺激を感じても、細胞の中に陽イオン

を取り込みます。こういうようなタンパク質、サランラップの芯のようなタンパク質が発見されたんですね。機

械刺激や温度刺激を感じるタンパク質です。これが、トリップチャネルと呼ばれる温度受容体、メカノチャネル

であるピエゾと呼ばれるタンパク質です。ちょっと分かりやすく紹介しますけれども、これ、私の授業のレジュ

メで使っているキャラクターですね。 

では、ここからは少し、大学生の方もたくさん参加されていますので専門的な話も少しさせていただきます。 

ノーベル財団のプレスリリースの解説をさせていただき、その中から、熱や機械刺激を感じる仕組みの解明に

ついて紹介します。 

まず、２０１０年に、機械刺激の受容体、メカノ受容体、ピエゾというのが発見されて、サイエンス紙で報告

されました。そのときの原著論文の１ページ目がこちらで、責任著者、最終著者が、アーデム・パタプティアン

博士で、今年度ノーベル賞が決まった先生です。 

どういう研究から見つかってきたかといいますと、まず、この細胞、普段機械刺激に反応します。針みたいな

ものでツンツンとつついてあげると、機械刺激によって細胞膜の電位の変化が起きます。電流が流れるようにな

ります。この電位の変化というのは、この細胞膜の表面に、小型のドリンク飲料の容器みたいなもの、ポコッと

はめているような、針のような電極を密接させて、電流の変化を測定します。この細胞が持っている１番目から

７１番目の遺伝子を、一つずつ機能を低下させていきました。７１個の遺伝子の機能を低下させたのですが、つ

ついたときに、普通のときと同じように電流の変化が起きました。ところが、７２個目の遺伝子の機能を低下さ

せたときに、この細胞の中では、７２番目の遺伝子が働かないんですね。この遺伝子の機能を低下させたときに、

ツンツンとつついても、細胞の表面に電流が流れなくなりました。電位が変化しなくなりました。つまり、この

７２番目の遺伝子、遺伝子７２というのが、細胞に機械刺激を与えたときに細胞に電位の変化、電流の変化を引

き起こす遺伝子だったのですね。 

この遺伝子機能を低下させる方法、ＲＮＡi というふうに言うのですが、この７２番目の遺伝子、何をコード

しているタンパク質であったかというと、ピエゾ１、ピエゾ２と呼ばれる、機械刺激を受けとる受容体であるこ

とが分かってきました。このピエゾ１、ピエゾ２、通常、機械刺激が起きないときには閉じています。サランラ

ップの芯が閉じている感じですね。ところが、機械刺激を細胞表面に与えますと、ツンツンと与えると、そのサ

ランラップの芯が、パーンと開くように、穴が開くようになって、細胞の中にイオンを流入させることができま

す。つまり、機械刺激で開く受容体チャネルというのが見つかってきました。このピエゾ、接触刺激、メカノ刺

激を受容する分子、タンパク質であると同時に、深部感覚、固有受容感覚、体の深部において、機械的な刺激に

より起こる感覚です。 

例えば、膀胱において排尿というのは、膀胱が尿をためて膨らむということによって、膀胱の表面にある機械

受容体のピエゾが感じて、排尿を引き起こすのですね。例えば、肺の呼吸も、肺の中に、ピエゾ、メカノ受容体

チャネルがあって、肺が膨らむと、その呼吸、収縮するように情報が流れる。血管内部に回って、血圧によって



血管の収縮が制御されていたりします。ほかにも、骨の再形成などにも関わっています。これが、メカノチャネ

ルがノーベル賞を受賞する研究テーマであって、さらに医療などにも使われているという、非常に有用なもので

あったということです。 

次にもう一つ、温度受容体の発見に関して、デビット・ジュリアス博士がノーベル賞を受賞されました。 

１９９７年、カプサイシン、カプサイシンって何かといいますと、唐辛子ありますね、唐辛子は食べると辛く

て、その辛くなる成分というのは、カプサイシンと呼ばれる化学物質によって引き起こされるんです。そのカプ

サイシンを受容する、受容体トリップＶ１の発見が、ネイチャーのアーティクル紙で報告されました。その論文

における責任著者、最終著者が、今年度ノーベル賞を受賞されるデビット・ジュリアス博士でした。 

ちなみに、筆頭著者がマイケル・カテリーナ博士といいまして、私、学生の頃から温度の研究をしていまして、

ちょうど１９９８年に、マイク・カテリーナがまだ３０代で博士研究員のときに私は４年生だったのですけども、

以前に所属していた研究室にお話しに来てくれて、お会いしたことがあります。 

このカプサイシン受容体、熱を感じる、唐辛子の成分を感じるカプサイシン受容体、どういうふうに発見され

たかといいますと、まず、カプサイシンに反応する感覚神経細胞というのを集めてきます。人間でいうと、味覚

の舌とか辛みに応答しますね。この感覚神経細胞から、専門的になりますが、メッセンジャーＲＮＡと呼ばれる

核酸の一つをたくさん取ってきます。そのＲＮＡを、逆転写反応という反応を起こして、ＤＮＡにしてあげます。

専門的に言うと、コンプリメンタリーＤＮＡ、ｃＤＮＡというふうに言います。このＤＮＡを、様々な遺伝子の

ＤＮＡを、カプサイシンに反応しない培養細胞にランダムに入れてあげます。その上からカプサイシンを振りか

けてあげます。辛み成分ですね。ほとんどの細胞は、辛み成分カプサイシンをかけても反応しないんですが、ご

く一部の細胞で、カプサイシンに反応した細胞というのが出てきます。この反応した細胞をさらに取り出して、

その中から最初に入れた遺伝子というのを決めたところ、トリップＶ１と呼ばれる、カプサイシンを受けとる受

容体チャネルでした。このトリップＶ１、カプサイシンをかけたときにもサランラップの筒みたいなのがパカッ

と開いて、細胞の中にイオンを通すのですが、実は４３℃以上の高熱を与えたときにもパカッと開いて、細胞の

中にイオンを通すことが見つかってきました。 

この発見から、このトリップＶ１に似たような遺伝子が、様々な、人を含む様々な動物で調べられて、様々な

温度域で反応する、サーモトリップと呼ばれるものが発見されてきました。 

現在では、高校の教科書、例えば啓林館の生物の改訂版ですけども、教科書にも載っていまして、高温や低温

などの温度を適刺激として受け取る温度受容体、例えばトリップＶ１、４２℃以上の温度に反応して開く４チャ

ネルで、トリップＶ１は、唐辛子の成分であるカプサイシンにも反応しますと。辛い食べ物を食べたときに感じ

る熱いという感覚は、このために起きているんじゃないかなというふうに言われています。というわけで、辛い

もの、熱いものを食べると、皆さんの口の中でトリップチャネルが活性化して辛い、熱い。 

さて、トリップＶ１の発見、温度受容体、トリップチャネルの発見において、日本人が多大な貢献をしており

ますので、それを少し紹介させていただきます。 

ちょうど紹介した１９９７年、カプサイシン受容体、トリップＶ１の発見の論文があります。この中で、日本

人の研究者、富永真琴先生が共同第二著者として貢献されて、研究を発表されております。富永先生は、現在、

岡崎自然科学研究機構の生理学研究所の教授を務められています。富永先生が、このカプサイシン受容体トリッ

プＶ１が温度を感じることを世界で初めて発見されて、このネイチャーの論文で報告しました。 

今回の２０２１年のノーベル医学・生理学賞の発表に際しまして、重要論文というのがノーベル財団から８本

公表されています。その８個の重要論文のうち、二つに先ほどの富永真琴先生のお名前が掲載されております。 

一つは、富永先生が筆頭著者として掲載している論文。二つ目が、先ほどの論文です。 

富永先生は、２０１５年から２０２０年まで、文部科学省の科研費の新学術領域という領域で、温度を基軸と

した生命現象の統合的理解、温度生物学というのをリーダーとして、日本の温度生物学を牽引されてきました。

誠に僭越ながら、私も富永先生のメンバーの中に入って、一緒に温度生物学を進めてきました。 



この新学術領域、温度生物学の分野で、２０１９年に、神戸国際会議場、甲南大学の近くで、シンポジウムを

行いました。そのときに講演していただいた３人の演者の方が、一人目が、リンダ・バック博士。リンダ・バッ

ク先生は、におい受容体の発見でノーベル賞を受賞されています。お二人目が、今回、温度受容体の発見でノー

ベル賞を受賞されるデビット・ジュリアス博士。三人目が、オートファジーの発見でノーベル賞を受賞された、

大隅良典先生です。実は、リンダ・バック先生以外のお二人は、ノーベル賞を受賞される前にこの講演を引き受

けてくださいました。今思えば、今ですと、なかなかこのメンバーで講演をするのは難しいですが、とてもよい

機会に恵まれたと思います。この講演には私の研究室のメンバーも何名か参加していただきましたので、とても

いい教育になったのではないかと思います。 

ここからはトリップチャネルに関する専門的な解説を少しさせていただきます。大学レベルの内容を含みます。

トリップチャネルですが、１９８９年、もともとは、先ほど紹介したトリップＶ１というのが一番最初に見つか

ったトリップチャネルではなくて、もともとは１９８９年に、ショウジョウバエの複眼で、光を感じられない変

異体というのが見つかりました。 

甲南大学でも、ショウジョウバエの研究をされている研究室、向先生の研究室がございます。ショウジョウバ

エの複眼、目で光を感じられない変異体というのが見つかって、光に対して一時的、トランシェントにしか細胞

が電流を発しない、受容器電位、リセプターポテンシャルが生じないことから、その頭文字を取って、ＴＲＰ、

トリップ変異体と名付けられました。トリップ変異体の原因となる遺伝子変異を見つけたところ、新しいイオン

チャネルの遺伝子に変異があったため、トリップチャネルという名前が付けられました。ということで、もとも

とは、ショウジョウバエ、ハエの研究からトリップチャネルというのが見つかってきたのですね。 

このように、基礎研究が将来的に人間の医療につながるような研究に発展するということは珍しくありません。

先ほどのショウジョウバエのトリップチャネルが見つかって、その後、温度を感じる温度感受性トリップチャネ

ルが、人間などでも見つかってきました。 

先ほど紹介した、カプサイシンを受けとる、熱を受けとるトリップＶ１だけでなくて、メンソールと呼ばれる、

シップとかガムとかに入っている冷たいという感覚を受けとる化学物質、メンソールを受け取り、かつ冷たい温

度も受けとるトリップＭ８。ほかにも暖かい温度を受け取るトリップチャネルというのが多数知られています。  

先ほど紹介したように、温度感受性トリップチャネル、サーモトリップチャネルというのは、感覚神経細胞にも

存在するのですが、脳や神経細胞以外にも実はたくさん存在していまして、肺とか肝臓、脾臓や大腸などにも、

温度を感じるトリップチャネルというのは存在しています。 

このように、トリップＶ１の発見から、温度や熱による痛みを感じる仕組みというのが分かってきて、このト

リップＶ１というのは、深部温度、体の中の温度や、あと炎症、熱や風邪を引いたときに炎症反応が起きますね。

その炎症による痛み、神経因性の痛み、内臓の痛みや防衛反射などにも関わってきておりまして、それに関わる

創薬などの研究につながっており、それがノーベル医学・生理学賞の対象となりました。 

例えば、トリップＭ２と呼ばれるトリップチャネル、これはマクロファージにもありまして、感染が起きると

体温が上昇しますね。マクロファージにあるトリップチャネルというのがイオンを通しやすくなって、免疫機能

が増強するのではないかというふうに言われています。このように、トリップチャネル、神経細胞以外にも存在

しています。ちょっと難しかったかもしれませんが、この生物学科の大学生の方も聞かれているので、紹介しま

した。 

ここからは、異分野融合研究セミナー、「動物の低温耐性の研究における今後の発展に向け」をもう少し紹介

します。ここまで、熱いを感じる仕組みを紹介しましたが、実は、生体と温度の関係には分かっていないことが、

まだまだたくさんあります。 

例えば、現在の課題として、移植医療のための臓器の低温保存などが挙げられます。例えば、ｉＰＳ細胞でで

きた、移植をするための臓器がありますね。なかなか長期保存できないのです。シンプルに長期保存する方法と

して、低温で保存するような方法などが現在課題になっています。細胞を低温で保持する方法ですね。あと未来



の課題、ＳＦのような話になってしまいますが、難病治療のための低温延命や、例えば、まさにＳＦですが、惑

星間移動のための生命のコールドスリープ。このようなことが、比較的真剣に、世界中で、研究がこれから行わ

れようとされています。 

一方で、人間の細胞３７兆個ありまして、人間を対象とした研究は、なかなか大変な時間がかかります。そこ

で私の研究室では、シンプルなモデル動物である線虫シー・エレガンスを使って研究を進めています。 

シー・エレガンス、雌雄同体で体長が１ミリで土の中に住んでいる非寄生性の線虫です。透明ですので、蛍光

タンパク質などを使って解析が容易です。体が約１，０００個の細胞で構成されており、そのうち、３０２個が

神経細胞です。シンプルで解析しやすく、生きたまま体内の細胞を観察できます。シンプルなのですが、遺伝子

は約２万個あります。この遺伝子の数は、人間が持っている遺伝子の数とおおよそ同じぐらいで、人と同じ遺伝

子をたくさん持っていて、医学の発展にも役立っています。 

例えば、線虫の研究からノーベル賞を受賞された方が６名おりまして、プログラム細胞死の発見、ＲＮＡ干渉

法の発見、ＧＦＰの発見と応用。ほかにも、マイクロＲＮＡの発見や相分離と呼ばれる現象。最近、サイエンス

の分野でかなり精力的に研究が進んでいる相分離の発見も、線虫でした。あと、ヒトゲノムプロジェクトも実は

線虫の研究者がリードしてきました。 

このように、線虫から人まで共通したメカニズムが分かってきています。私はこんな研究室をもつ前に、線虫

シー・エレガンスの温度に対する走性を使い、温度関連分子を単離してきました。 

シー・エレガンスを一定の温度でえさの存在する条件で飼育すると、えさのない１７℃から２５℃の温度勾配

上で、飼育温度に向かって行動します。この行動に異常をもつ、変異体線虫っていうのをたくさん取ってきたの

ですね。その異常の原因の遺伝子を調べたところ、温度の情報が、人の視覚や目とか鼻と同じような仕組みで、

3量体Gタンパク質というタンパク質を介して伝達されていくというのが分かってきました。神経細胞において。 

ところが、この 3 量体 G タンパク質自体は温度を感じませんので、その上流に温度を感じるタンパク質がある

というふうに想定していたんですが、行動解析に時間を要して、その温度を感じる受容体を発見するには至りま

せんでした。約１０年かけたんですけども。 

そこで、甲南大に赴任してから、ハイスループットな実験系を使って、神経の温度受容体というのを探したい

と思いました。そのときに偶然見つけた現象が、低温耐性と呼ばれる現象です。これは、例えば２５℃で飼育し

た線虫を２℃に置くと死んでしまうのですが、１５℃で飼育した線虫は、２℃でも生き残るという現象です。 

例えば、夏の暑さに慣れた私が、とても寒い北極などに行きましたら、体調が悪くなってしまいますね。とこ

ろが、最近少しずつ寒くなってきましたので、寒さに体を慣らしておくと、より寒いところに行っても、きっと

大丈夫だろうという現象です。さらに、この２５℃で飼った線虫を、わずか３時間１５℃で飼うことで、２℃で

も生存できるようになりました。つまり、体内の温度メモリーが、温度の記憶が、わずか３時間で置き換わると

いうことが分かってきました。 

この記憶に関わる遺伝子として、頭部の温度受容ニューロンで働く、カリウムチャネルなどが見つかってきま

した。これらの研究は、当研究室の研究員の太田茜さんや、大学院生であった宇治澤 知代さんや、カリウムチ

ャネルは、大学院生であった岡畑 美咲さんが発見されました。 

これまでに、線虫の低温耐性に関わる組織や細胞遺伝子が少しずつ分かってきました。頭部にある三つの感覚

ニューロン、ＡＳＪ、ＡＤＬ、ＡＳＧというのが温度を感じることが分かりました。この感覚ニューロン、温度

を感じると、シナプスと呼ばれる場所からインスリンやステロイドホルモンというのを分泌して、腸でそれらを

受け取って、遺伝子発現を介して低温耐性を調節していることが分かりました。さらに、この腸が、精子に働き

かけて、この精子が固体の低温耐性に関わることが見つかりました。さらにおもしろいのが、この精子が、頭部

のニューロンを調節しているのが分かりました。末梢の生殖細胞が、脳を調節しているようなイメージですね。

このように、温度応答解析のハイスループットの実験系を確立することができました。 

ここにある論文というのは、全て甲南大の学生さん(太田先生は研究員)が筆頭著者として成果を上げました。



一方で、温度受容体というのは、まだここでは余り紹介していませんでした。実際、最初は見つかっていません

でした。 

ところが最近、温度受容体が少しずつ見つかってきまして、例えば、昨年度大学院博士課程を卒業した大西 康

平さんが、線虫においても、このトリップチャネルが温度を受容していることをまず見つけました。ところが、

このトリップチャネル、通常の温度受容体型のトリップチャネルよりも、温度に対する反応性というのが、１０

分の１以下しかなかったのです。いろいろ調べたところ、このトリップチャネルの上流で働く新しい受容体が、

温度を受容するということが見つかっていました。この受容体が、直接的な温度受容に関わる初めてのケースと

して、大西さんが今、論文を書こうとしています。さらに、この新しい受容体が温度を受容して、その情報が、

このトリップチャネルの温度を受容する力を増強させるのではないかという仮説を立てています。 

トリップチャネルに対する薬というのは、実は、発熱の副作用というのがあるため流通していないのですが、

もし、この新しい温度受容体に働くお薬など見つけたら、新たな解熱剤などの開発につながるのではないかなと

考えています。 

さらに、人における新しい温度受容体というのを、一昨年博士課程を卒業された高垣菜式さんが発見しました。

線虫の研究から、人の新しい温度受容体を発見することになりました。このチャネルタンパク質は、ＤＥＧ／Ｅ

ＮａＣと呼ばれる機械受容体、接触刺激を受容するチャネルとして知られていました。これが温度を感じて、イ

オンを通して神経細胞を働かせることで、体の低温耐性を調節するということを高垣さんが線虫で見つけました。

さらに、人にもこの線虫と同じ遺伝子があって、ＭＤＥＧといいます。このＭＤＥＧも、温度受容体として働く

ことを高垣さんが見つけて、人の生体調節にも関与しているのではないかということで注目を浴びています。 

高垣さん、２０２０年度にロレアルユネスコ女性科学者日本奨励賞を受賞しまして、甲南大からはその一年前

の岡畑美咲さんに続いて、２年連続の受賞となりました。ちょうど１１月４日に高垣さんの授賞式がありまして、

その動画が届きましたので、高垣さんの受賞の模様を紹介します。１１月４日にフランス大使公邸で、高垣さん

のロレアルユネスコ女性科学者日本奨励賞の授賞式が行われました。 

このように、線虫を使った温度に関わる研究というのは、甲南大学が先導しておりまして、その中でも、甲南

大の学生さんが積極的に研究発表をしています。甲南大生すごいということで、some like it cool ですね。 

それぞれの学生さんがこのような学術賞を毎年のように受賞されて、論文を発表されています。学生さん頑張

っていらっしゃいます。 

異分野融合研究ということで、最後に少し紹介します。線虫の研究から見つかってきた、低温耐性の制御に関

わる遺伝子がたくさんあります。線虫以外の生物として、動物や植物やマウス、人の培養細胞で遺伝子改変した

際の低温耐性も調べつつあり、とても興味をもっています。人に関してそれらの遺伝子の多型、スニップと生理

学的役割にも興味をもっています。低温耐性を強くする化学物質を見つけるケミカルスクリーニングというのも

行っています。神経活動の光測定のための顕微鏡デバイスを開発しています。新しい技術を生物で確かめる際に、

線虫は透明で使いやすいです。 

このような様々な側面から、異分野融合の研究など、アイデアがございましたら、ぜひ、私からも御連絡差し

上げたいと思いますが、御連絡くだされば幸いです。また、物理や化学の学生さんを大学院から受け入れたこと

も実際にありますので、そういうような教育に関わることにも興味をもっております。 

 以上の研究は私の研究室、今年２０名近くが頑張っていまして、おもしろい研究、教育成果というのを、ぜひ

この甲南大、神戸から世界へ発信できればなと思います。熱意ある学生、大学院生さんというのは、甲南大に限

らず、皆さん応援しています。何より研究楽しいと思いますので、ぜひ楽しめればと思います。 

 以上、御清聴ありがとうございました。 

【司会者】久原先生、どうもありがとうございました。 

それでは、御質問を受け付けたいと思います。Zoom の方も。どなたかいらっしゃいますか。 

【質問者】すみません。途中で熱受容体でしたっけ。温度を・・・書いてあったんですけど、中で５０何℃とか



ってあったんですけども、生物の中にあるのに、何で５０何℃で反応するのかちょっとよく。普通生きられな

いですよね。何でかなと思って・・・ですけど。 

【久原氏】はい。実際人間５０何℃のところでは、ずっといたら生きられないんですけども、実際に砂漠で生き

ているトカゲとか生物の場合、５０何℃のところで生息しているものも生物としてございます。ですから、そ

ういうような極限的な環境ですね、高温化とか低温化で生物が生存するために、進化の過程で、そのような温

度を感じる温度受容体というのをもっているのだというふうに考えています。 

【質問者】ありがとうございます。 

【久原氏】ほか、何かございましたら何でもどうぞ。 

なければ、ちょうどお時間ぐらいですから、よろしいですかね。 

【司会者】それでは、ちょうどお時間となりました。 

 本日は久原先生、どうもありがとうございました。もう一度拍手をお願いします。 

【久原氏】ありがとうございました。失礼します。 

―― 了 ―― 

 


